
今年、東京から香川に移住。ブ
ックマルテという高松市内の本
屋さんに勤務。そこではコーヒ
ーも提供していて、現在はコー
ヒーの焙煎家としても修業中。
次は小豆島に住む計画も。

っ
て
き
た
外
国
人
2
人
組
の
ハ
イ
カ

ー
と
す
れ
違
う
。
彼
ら
が
ア
ウ
ト
ド

ア
ウ
ェ
ア
と
お
遍
路
装
束
を
ミ
ッ
ク

ス
さ
せ
た
菜
海
さ
ん
の
ス
タ
イ
ル
を

見
て
「Cool

」
と
ニ
ッ
コ
リ
微
笑
む
。

　

そ
う
、
お
遍
路
は
ク
ー
ル
な
の
だ
。

自
然
、
お
寺
、
町
、
人
。
お
遍
路
に

は
日
本
の
良
い
と
こ
ろ
が
ギ
ュ
ッ
と

凝
縮
さ
れ
て
い
る
か
ら
最
近
は
海
外

か
ら
の
訪
問
者
も
増
え
て
い
る
。

　

ス
ペ
イ
ン
に
あ
る
カ
ミ
ー
ノ
・
デ
・

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
と
い
う
巡
礼
道
に
は
、

世
界
中
か
ら
ハ
イ
カ
ー
が
集
ま
る
と

い
う
け
れ
ど
、
四
国
の
お
遍
路
に
も

十
分
に
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る

と
思
う
の
だ
。

　

登
山
口
か
ら
な
か
な
か
の
斜
度
の

道
が
続
く
。
今
回
目
指
す
の
は
ピ
ー

ク
で
は
な
く
、
お
寺
。
屋や

島し
ま

寺じ

を
目

指
す
お
遍
路
歩
き
な
の
だ
。

　

屋
島
と
は
、
香
川
県
高
松
市
の
東

に
あ
る
半
島
。
頂
上
部
分
が
平
ら
に

な
っ
た
テ
ー
ブ
ル
状
の
形
が
ユ
ニ
ー

ク
な
火
山
台
地
だ
。
那な

須す
の

与よ

一い
ち

の
逸

話
な
ど
で
も
有
名
な
、
源
平
合
戦
の

古
戦
場
で
も
あ
り
、
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
る
場
所
で
も
あ
る
。
そ
の
屋

島
の
頂
上
に
あ
る
の
が
、
今
回
の
目

的
地
で
あ
る
屋
島
寺
。
お
遍
路
的
に

は
第
84
番
の
札
所
に
あ
た
る
。

　

屋
島
寺
へ
行
く
の
に
は
い
く
つ
か

登
山
道
が
あ
る
が
、
今
回
選
ん
だ
の

は
空
海
も
辿
っ
た
と
い
う
表
遍
路
道
。

今回訪れたのは香川県高松市の東にある屋島。
かつて空海も通った古道を辿

たど

って、お遍路の
84番目の札所である屋島寺を目指す。自然溢

あふ

れるお遍路道は、ハイキングコースとしても、
とても魅力的なルートなのだ。

その32 香川県

ご当地のマドンナが案内する最旬の外遊びガイド

日本全県アウトドア巡り

ブ
ッ
ク
マ
ル
テ 

箱
崎
菜
海
さ
ん

今
月
の
マ
ド
ン
ナ

屋島遠景。天然記念物にも指定。
実は日本初の国立公園、瀬戸内海
国立公園にも含まれている。電柱
にはお遍路マークが。

源平ゆかりの地で
お遍路ハイキング

（香川県・高松市）

日本では珍しい
テーブル型の台地

巡
礼
の
道
、
と
い
う
と
ち
ょ
っ
と
薄

暗
く
て
、
厳
か
な
雰
囲
気
を
予
想
し

て
い
た
ん
だ
け
ど
、
こ
の
コ
ー
ス
は

緑
豊
か
で
光
が
差
し
込
む
明
る
い
道

が
続
く
。
道
中
の
所
々
に
、
石
仏
が

安
置
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
手
を
合

わ
せ
な
が
ら
登
っ
て
い
く
。
20
分
ほ

ど
歩
く
と
、
視
界
も
開
け
て
眼
下
に

は
瀬
戸
内
海
と
町
並
み
が
見
渡
せ
る
。

「
石
畳
で
歩
き
や
す
い
し
初
心
者
に

も
ピ
ッ
タ
リ
の
コ
ー
ス
で
す
ね
」

　

お
遍
路
歩
き
は
初
だ
と
い
う
菜
海

さ
ん
も
、
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
笑
う
。

　

途
中
で
畳
石
と
い
う
奇
岩
な
ど
を

通
り
過
ぎ
、
い
よ
い
よ
ゴ
ー
ル
の
山

門
が
見
え
て
き
た
。
向
こ
う
か
ら
や
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高松屈指のお洒落スポット 北浜アリーにも注目！
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の
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度
の
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が
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。
今
回
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の
は
ピ
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で
は
な
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、
お
寺
。
屋や

島し
ま

寺じ

を
目

指
す
お
遍
路
歩
き
な
の
だ
。

　

屋
島
と
は
、
香
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県
高
松
市
の
東

に
あ
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半
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。
頂
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部
分
が
平
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に
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状
の
形
が
ユ
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火
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だ
。
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の
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の
逸
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で
も
有
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、
源
平
合
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の
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場
で
も
あ
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、
多
く
の
観
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客

が
訪
れ
る
場
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で
も
あ
る
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そ
の
屋

島
の
頂
上
に
あ
る
の
が
、
今
回
の
目

的
地
で
あ
る
屋
島
寺
。
お
遍
路
的
に

は
第
84
番
の
札
所
に
あ
た
る
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屋
島
寺
へ
行
く
の
に
は
い
く
つ
か

登
山
道
が
あ
る
が
、
今
回
選
ん
だ
の

は
空
海
も
辿
っ
た
と
い
う
表
遍
路
道
。

今回の表遍路道は、石段や石畳で整備
されているので、とても歩きやすい。
空海が祈

き

祷
とう

して湧き出したという加持
水をはじめ、空海ゆかりのポイントが
随所にある。約30分で山門に到着。

屋島寺に到着したら 参拝して完了！
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」
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き
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と
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も
、
気
持
ち
よ
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そ
う
に
笑
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。

　

途
中
で
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125　BE-PAL 12月号 2017 構成／櫻井 卓　撮影／小倉雄一郎

高松屈指のお洒落スポット 北浜アリーにも注目！

現在の屋島寺は、もともと北
きた

嶺
みね

にあったものを、空海が南嶺に
遷移。門前で合掌、一礼。水屋で手と口を清め、納札を納める、
などなど。手順をひと通り済ませて、御朱印をいただいて完了。

かつての倉庫街を改装した
北浜アリー。雑貨店やカフ
ェ、レストランなどが軒を
連ねる若者に人気のスポッ
ト。菜海さんが働く本屋さ
んもここに。ZINEや写真
集を中心にした品ぞろえ。

鶏のモモ肉を丸ごと１本。
丸亀市発祥で、高松市内で
もよく売られている。特製
スパイスでじっくり焼き上
げた骨付き鶏は病みつきに。

BOOK MARUTE
◯住香川県高松市北浜町3-2
http://book-marute.com

うどんも良いけど
骨付き鶏もね！

緑あり史跡ありの
変化に富んだ遍路道は
絶好のハイキングコース
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提供／サーモス  https://www.thermos.jp/ BE-PAL 12月号 2017　126

山専ボトル専用ポーチ。衝
撃に強い素材を採用。ルー
プ付きでザックからも取り
出しやすく、折り返し構造
なので、そのまま注げる。
ボトルポーチ／FFX-500 P 
ouch 1800円（左）、FFX-
900 Pouch 2400円（右）

保温、保冷力ともに優れていて、６時間後でも77度Ｃを
キープする。グローブをしたままでも扱いやすいなど、工
夫がたくさん。ステンレスボトル／FFX-500 0.5ℓ 55 
00円（右）、FFX-900 0.9ℓ 各6500円（左）

山
専
ボ
ト
ル
を
よ
り
ラ
フ
に
使
え
る

ク
ッ
シ
ョ
ン
性
の
高
い
ポ
ー
チ

温冷とも長時間もつから

お遍路ハイキングにも
ピッタリ

屋島の頂上はフラットになっているので、参拝を終えたら付
近の散策に出かけるのも楽しい。県木園は日本各地の県の木
が植えてある人気スポット。県木園の広場の西側からは高松
市街や屋島湾を一望でき、西尾根山頂からは屋島城跡を眺め
ることもできる。他にもビュースポット多数なので、美味し
いドリンク持参で、ゆったり過ごす場所としても最適。

厳しい環境にも対応する
高機能な山専用ボトル
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